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＜聖書からのメッセージ ＞ 
健康な人に医者はいらない  

ｂｙ エレミヤ 

 

〔聖書箇所〕マタイの福音書9:10-13 

9:10 イエスが家で食事の席に着いておられると

き、見よ、取税人や罪人が大ぜい来て、イエス

やその弟子たちといっしょに食卓に着いていた。 

9:11 すると、これを見たパリサイ人たちが、イエ

スの弟子たちに言った。「なぜ、あなたがたの先

生は、取税人や罪人といっしょに食事をするの

ですか。」 

9:12 イエスはこれを聞いて言われた。「医者を

必要とするのは丈夫な者ではなく、病人です。 

9:13 『わたしはあわれみは好むが、いけにえは

好まない。』とはどういう意味か、行って学んで

来なさい。わたしは正しい人を招くためではなく、

罪人を招くために来たのです。」 

 

今回は、「健康な人に医者はいらない」と

いう題で少し聖書のことばを見ていきたいと 
思います。 
 
健康な人に医者はいらない、とはまさにそ

の通りです。医者が必要な時は病気の時なの

です。私が医者を大いに必要とした時のこと

を少し書かせてください。私もおかげさまで、

現在まで健康を守られてきました。ただ、今

まで一度だけ入院したことがあります。まだ、

あれは、３０代の頃、若い頃でした。家族が

誰もいない部屋で、突然私のお腹が痛くなっ

てしまったのです。 
 
なぜ痛いのか？原因も分からず、どうする

ことも出来ず、仕方無く私は電話のある部屋

まで一人で這って行き、何とか１１９番の電

話をしたのです。救急車で運ばれた先の病院

で、盲腸である、と診断を下され、手術をし
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て、何とか事なきを得たのです。病院のお医

者さんの適切な判断と手術で、無事痛みや症

状から回復することが出来たのです。自分に

は原因の分からなかった病や激痛から回復出

来、正直お医者さんは頼りになる、と実感し

たものです。 
 

体を癒すお医者さんも頼りになりますが、

私たちの心を癒し、内側を癒されるキリスト

は、さらに頼りになるのですが、このことを

見ていきましょう。 
 

上記テキストに沿って、キリストのことば

を少し考えてみましょう。 
 
9:10 イエスが家で食事の席に着いておられると

き、見よ、取税人や罪人が大ぜい来て、イエス

やその弟子たちといっしょに食卓に着いていた。 

 
イエスや弟子たちは、取税人や罪人と一緒

に食事をしていました。背景を言うなら、こ

の聖書の舞台であるユダヤは宗教的な国でし

た。それで、当時の宗教的な人々からは取税

人は、疎んじられていました。さらに罪人、

罪を犯した人々は、宗教的な人々からは忌み

嫌われていました。罪人と接触すれば、罪に

影響されてしまう、自分の清さが汚れてしま

う、と思われていたわけです。しかし、その

ような罪人とイエスや弟子たちは食事をして

いたわけなのです。 
 
9:11 すると、これを見たパリサイ人たちが、イエ

スの弟子たちに言った。「なぜ、あなたがたの先

生は、取税人や罪人といっしょに食事をするの

ですか。」 

 
このような罪ある人との接触を避けて、清

さを保っていた宗教家であるパリサイ人が、

疑問に思って尋ねました。「なぜ、あなたがた

の先生は、取税人や罪人といっしょに食事をす

るのですか。」と。 

 

9:12 イエスはこれを聞いて言われた。「医者を

必要とするのは丈夫な者ではなく、病人です。 

 

キリストのその質問に対する答えは、「医

者を必要とするのは丈夫な者ではなく、病人で

す。」とのことばでした。言わんとしている

ことはこういうことでしょうか？これらの神

の前に罪を犯している罪人や取税人は、神の

前には丈夫な者でも、健康な者でもないかも

知れないが、しかし彼らを癒す医者が必要で

ある、と語ったのです。そして、その医者と

して、自分は来たのだから病人を離れたり、

嫌ったりするわけにはいかないのだ、とそう

言われているわけなのです。 

 

9:13 『わたしはあわれみは好むが、いけにえは

好まない。』とはどういう意味か、行って学んで

来なさい。わたしは正しい人を招くためではなく、

罪人を招くために来たのです。」 

 

ここで、さらにはっきりと語られています。

「わたしは正しい人を招くためではなく、罪人を

招くために来たのです。」と語られたのです。

言わんとしていることはこういうことでしょ

うか？キリストが来た理由、目的は、神の前

に正しい、何の問題も無い、そのような丈夫

で健康な人、道徳的にも何の問題も無い人を

助けるために来たわけではない、逆に、その

心もまた、道徳的にも病で歩けない、ケガで

動けない、瀕死だという人々のため来られた、

神の前に正しく歩めない、道徳的にも正しく

ない、場合によっては、世の中の法律さえま

ともに守れない、そんな病人、罪人を助けに

来られた、医者として来られた、そう語られ

ているように思えます。 

 

逆に医者に行くときは、私たちが怪我をし

て血が出たままの状態で担ぎ込まれたり、痛

みで歩けない状態で入院したり、衰弱したま

ま入院したりするものなのです。 

 

ですから、私たちも、もし、倒れたり、も

う人生を歩めなかったり、弱ったりしたなら、

そのままの状態で、医者であるキリストの元 



3 
 

 
-----------------------------------------------------------------------------------

へ行くのが正しい方法であり、正しくキリ

ストに会う方法なのです。 

 

もう少しまともになったら、道徳的に改

善されたら行こうと思うなら、それは少し

違うのです。ですから、我々が社会不適合

で、もうまともに生活出来ない、という状

態なら、人間的にはピンチですが、しかし、

医者であるキリストにとっては、じつは人

を癒すチャンスとも言えるのです。私たち

はそのまま、キリストの元に助けを求めて

良いのです。 

 

また、我々が自分の意思の弱さに絶望し

て、もう歩む気力も無い、というとき、そ

れは、いわば、病がピークに達した状態な

ので、人間的には大ピンチです。しかし、

それは、じつはキリストという稀代の名医、

医者にかかる絶好のチャンスかも知れませ

ん。キリストご自身が私たちの病を癒すと

言われているからです。 

 

または、自分の道徳心の無さに、ほとほ

と困っている、絶望している、というとき、

それはたしかに人間的にはピンチなのです。

しかし、それは、また、キリストという医

者にお願いするチャンスと言えるかも知れ

ません。キリストご自身が、「わたしは正し

い人を招くためではなく、罪人を招くために来た

のです。」と言われているからです。このキ

リストにより、多くの人が人生を変えられ

てきました。それこそ、刑務所に入るよう

な罪を犯した人であっても、正しい歩みに

入り、変えられてきたのです。キリストに

頼る人は癒しを受け、助けを受けるのです。 

 

このキリストにより、多くの人が歩みを

変えられてきたからです。 

 

私の例は参考になるかどうか分かりませ

んが、書いてみます。私もキリストに祈り、

助けを受け、癒されたり、強められたりし

たことが何度もあります。私の弱さはいく

つもありますが、そのひとつは、物事が継

続しない、ということです。私には仕事で

も学びでも奉仕でも、すぐに挫折したり、

諦めてしまったり、弱ってしまったりして、

また、途中で気が変わったりして継続しな

い、という問題がありました。ひとつのこ

とを継続出来ないのです。 

 

でも、前述のように、キリストは健康な

人のためにではなく、病人や弱った人を助

ける医者として来られた方なので、この方

に求めるようにしました。そして、キリス

トに求め祈っていくとき、徐々に私は強め

られ、物事を継続出来るようになりました。

たとえば、私はキリスト教系のメールマガ

ジンを発行しました。毎日発行するのは私

にとっては大変なのですが、キリストが助

けてくださいました。結果、計４０００号

以上、１０年以上もの長い間、続けること

が出来ました。継続が苦にならない人はと

もかく、生来飽きっぽく、気が変わりやす

く、長い間、ひとつのことを続けられない

性格だった私には、こんなに長く続けるこ

とはまさに画期的なことです。キリストが

私を強め、変えてくださったのです。こん

な風にキリストは私たちを癒してください

ます。私たちは自分のありのまま、キリス

トの元へ行きましょう。 

 

 
罪人を招くイエス 
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人はどこから誕生したのか？その問題に関し

て聖書は「神が人を創造した」と述べます。し

かし、日本においては、学校で進化論が教えら

れており、人は猿から進化したと説きます。で

は、その進化論は正しいのか？それをこのシリ

ーズで見ています。 

 

最初の人間、最初の生き物はどのようにして、

出来たのでしょう？聖書は、神が最初の人間を

創造し、最初の動物を創造したと語ります。そ

れに反して進化論者は、生命は自然に発生した、

実験でそれは確認出来た、と語ります。本当で

しょうか？ 

 

生命の自然発生に関して、進化論者がなした

有名な実験として、「ユーレイ・ミラーの実

験」というものがあります。これは今も、進化

論の教科書には皆載っているものです。これは

生命の自然発生を証明するものなのでしょう

か？ 

 

この実験は、ガラスのフラスコの中に、水、

メタンガス、アンモニアを入れ、その単純な混

合ガスに火花放電を加えるものです。その後そ

れを冷却し、そこに出来る生成物を集めるので

すが、アミノ酸が生じたことがわずか一週間で

確認されました。アミノ酸は生命の基本的構成

要素なので、このことから生命の自然発生は可

能だったのではないか、との一縷の望みが進化

論者の間で持たれました。しかし、ユーレイ・

ミラーの実験で生成されたアミノ酸は、生命を

構成するアミノ酸とは異なることが、その後、

明らかにされました。 

 

ウィルダー・スミス博士はこう述べています。 

「アミノ酸には、光学的に見て左旋性（左巻き）のも

のと、右旋性（右巻き）のものとがある。生命の発生

は、アミノ酸が左旋性のときのみ可能である。もし、

ほんのわずかでも右旋性タイプの分子が混ざってい

ると、新陳代謝の出来ない異構造のタンパク質に変

わってしまう。」と。 

 

じつは、ユーレイとミラーの実験で生成され

たアミノ酸は、この左巻きのものに、右巻きの

ものが混じり込んだアミノ酸だったのです。こ

うしたアミノ酸は、「ラセミ体」と呼ばれます。

ユーレイ・ミラーの実験は、その後何度も追実

験されましたが、生成されるのはいつもラセミ

体のアミノ酸でした。ラセミ体のアミノ酸から

は、生命は絶対に発生しないのです。それは生

命を形成するタンパク質とはなり得ません。ま

た、ユーレイとミラーがフラスコ内に作った混

合ガスの状態は、原始大気の状態とは全くかけ

離れているとも指摘されています。その他、こ

の実験に関しては、多くの問題点が指摘されて

おり、今ではこの実験は生命の誕生に何の関係

も無いとされるようになりました。 

 

進化論の崩壊について分かりやすく解説をし

ているジェレミー・リフキン著『エントロピー

の法則２』には、こう述べられています。「ミラ

ーとユーレイの実験は、大騒ぎの末、生命の起源に

ついては何の科学的価値も無い、というところに落

ち着いたのだった。」と。 

 

結局ユーレイ・ミラーの実験は、生命の自然

発生の可能性を示すどころか、むしろ反対に、

生命の自然発生はあり得ないという、創造論者

の考えを強めるものとなっています。 

 

生命の自然発生は、確率的に見ても不可能で

す。イギリスの有名な天文学者フレッド・ホイ

ルは、こう述べています。「進化の確率は、ちょう

ど屑鉄置き場を襲った竜巻によって、ボーイング７４

７型機が偶然に出来る可能性と同じだ。進化によっ

て生命がこの地上に発生する確率は、まさにこのよ

うで、この地上で生命は絶対に偶然によっては誕生

出来ない。」と。生命は自然発生せず、偶然には

生まれません。聖書の言うように、神が人を、

生き物を創造したと考えるのが正しいのです。 

 

 
 

「ユーレイ・ミラーの実験」は、生命の自然発生を証明し

ない 
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〔聖書箇所〕箴言16:3 

16:3 あなたのしようとすることを主にゆだねよ。そうす

れば、あなたの計画（KJV訳:思考）はゆるがない（KJV

訳:確定する）。 

 

 ここで、私たちが何かしようとすることを主（神

さま、イエス･キリスト）にゆだねていくなら、思

考が確定しますよ、ということを言われています。

そして今回は、「ゆだねる」ということばを通して、

神さま（イエスさま）が私たちにこのようなことを

語っているかな？ということについてお話させてい

ただきたいと思います。 

 

 当然のことではありますが・・・この世の大半の

方はあらゆることに関して、ご自分で決断したり、

判断されておられると思います。ところが、聖書に

おきましては必ずしもそうではなくて・・・「主に

ゆだねよ。」とありますように、神さまにお任せして

いくことをお勧めしております。ちなみに他の箇所

で、そのようなことを言われている聖句があります

ので、よろしければ見てみましょう。 

 

〔聖書箇所〕Ⅰペテロの手紙5:7 

5:7 あなたがたの思い煩い（KJV訳:心配、気苦労）を、

いっさい神にゆだねなさい（KJV訳:投じなさい、投げな

さい）。神があなたがたのことを心配してくださるからで

す。 

 

 上記聖句はイエスさまの１２弟子の一人、ペテロ

が書いた手紙ですが、「ゆだねなさい。」ということ

を言われています。ＫＪＶ訳では、「ゆだねなさ

い。」と箇所は、「投じなさい」「投げなさい」と

あります。そして神さまに心配事を投じていくとき

にどうなるのか？と言うと、「神があなたがたのこと

を心配してくださる。」とありますように、神さまのほ

うで私たちのことを心配してくださるのです。しか

もそれだけで終わるのではなく、あらゆる事柄を良

い方向へと進めてくださったり、助けてくださった

りするのです。 

 
 たとえば・・・当教会のエレミヤ牧師は在職中、

就業前にひと言お祈りをしてからお仕事をされてい

たそうです。なぜ、そうされていたのか？と言うと、

ご自身の専門外の分野だったからだそうです。ゆえ

に、「神さまが助けてくださって、あらゆることが

うまくいきますように。」という風に、いつもお祈

りされていたそうです。そうすると不思議なことに、

事前にトラブルを回避出来たり、時にはこれは難し

いのでは？と思うようなこともスムーズに進められ

たりしたそうです。ご自身の心配事を前もって神さ

まにお祈りしてお任せしていった結果、神さまから

必要な助けや力や守り等を受けることが出来たそう

です。そして色々なことが最善へと向かったそうで

す。 
 
 そうなんです。「ゆだねなさい。」（投げなさい）と聖

書で言われている通りでありまして・・・私たちが、

もし、このことを実践していくのなら、それはエレ

ミヤ牧師と同じようなことが現実に起きてくるので

す。「投げる」と言えば・・・世の中で、「丸投

げ」ということばを時々耳にしますよね？時

に・・・「洗濯物の丸洗い」ということを聞いたこ

とはありませんか？私たちがあれもキレイにしたい、

この汚れも落としたい、というときに、すかさず洗

いたいものを洗濯機に全て入れますよね？まさに、

投じますよね？そうするなら、シミやドロ等の汚れ

を全て落とすことが出来ますよね？そんな風に、心

配事や不安に思うことをはじめ、あらゆるすべての

ことを神さまに「丸投げ」していくことを聖書では

お勧めしております。 
 
でも、反対に、「大丈夫かな？本当にキレイにな

るのかなぁ？不安だからやっぱりやめよう・・・」

と、そのまま放置した状態のままでは、いつになっ

ても汚れは落ちませんよね？そのようなことと比較

して良いか分かりませんが、私たちも自分自身で全

てを抱え込んでしまったり、自分の考えで物事を進

めていくという場合に、それは必ずしも良い結論を

もたらすとはかぎらないのでは？ということを今回

の箇所で語っているように思えます。ですので、繰

り返すようで恐縮ではありますが、ありとあらゆる

事柄におきまして・・・よろしければ、少しずつで

も神さまにゆだねていくようにしていきたいと思い

ます。ほんのわずかであっても、しかし、信じて行

っていくなら、その都度、神さまの助けや力を受け

たり、場合によっては神さまのわざ、というものも

体験したりすることも出来ますので、もし、そうか

も知れない・・・なんて思いましたら、ぜひ、実践

してみてください。 
 

 
神さま（イエスさま）に委ねるなら、助けを受ける 



                       6

 
------------------------------------------------------------------------------------------------
〔聖書箇所〕詩篇11:5-7 

11:5 主は正しい者と悪者を調べる。そのみこころは、暴虐を

好む者を憎む。 

（KJV訳:主は正しい者を試す。彼〔神、キリスト〕の魂は、悪者

と暴虐を好む者を憎む。） 

11:6 主は、悪者の上に網を張る。火と硫黄。燃える風が彼ら

の杯への分け前となろう。 

11:7 主は正しく、正義を愛される。直ぐな人は、御顔を仰ぎ

見る。 

 

 上記聖句において、「正しい」とか「直ぐ」と呼ばれるタイ

プの人と、「悪者」とか「暴虐を好む者」と言われる人につ

いて、対比して述べられています。前半部分は、「悪

者」について書かれています。ちなみに「悪者」には良い

ことが書かれていません。ひとつは、主（神さま、イエ

スさま）に憎まれる、ということが言われています。「彼

〔神、キリスト〕の魂は、悪者と暴虐を好む者を憎む。」とある

通りです。ふたつ目として、「網」が張られる、と言われ

ています。「網」というのは、基本的に何かを捕まえる

時に使用するものですよね？そういったことから、神さ

まに捕らえられてしまう、ということを言われているの

でしょうか？いずれにしても、あまり良い意味合いでは

ないことは理解出来ますよね？三つ目は、「火と硫黄」と

あります。「火」と聞いて多くの人は、調理の際のガスコ

ンロから出る火とか、薪とかをイメージすると思います。

また、「硫黄」と聞くと、温泉をイメージするのではない

でしょうか？そういうことも一理あるのかも知れません

が・・・しかし、これらのことばはいずれも「悪者」に

関して言われていることから、良いことではないと思い

ます。 
 

「火」ということばに関連して、聖書の中に「火の池」

ということが書かれています。その一例として、「いのち

の書に名のしるされていない者はみな、この火の池に投げ込

まれた。」（ヨハネの黙示録２０章１５節）ということばがあり

ます。そして「火の池」とは、「いのちの書」に名前が載っ

ていない人が入ってしまう所だということをお分かりい

ただけるかと思いますが、著者が思うには恐らく、神さ

まの前に「悪者」とか「暴虐を好む者」と判断されてしまっ

た人が、入れられてしまうのでは？と思います。しかも

このこと、「火の池に投げ込まれる」とは、現世のことで

はなく、後の世に起きてくることについて言われていま

すので、神さまの目の前に決して「悪者」とか「暴虐を好む

者」と思われてしまうことのないように気を付けていきた

いと思います。 
 
 次に、「直ぐな人」について見てみましょう。「直ぐな人

は、御顔を仰ぎ見る。」とあります。「御顔」とは、「神さま

の顔」のことです。少し不思議に思いますよね？そもそ

も神さまは目には見えないお方なので、どうやって見る

のか？と疑問に思われますよね？勿論神さまを肉眼で見

ることは出来ないことはたしかです。けれども、第１５

号でエレミヤ牧師が、人は「肉」と「霊」から成り立っ

ている、という風に語られていましたように、もし、私

たちが直ぐな心となるのなら、肉体の目ではなく、「霊

の目」をもって、神さまのことを見ることが出来るので

す。分かりやすく言うなら、神さまがどのようなお方な

のか？どんな御性質をお持ちなのか？たとえばお喜びに

なることや忌み嫌われることとかお悲しみになられるこ

とを理解することが出来るようになっていくのです。「直

ぐな人」に対しては、神さまはそのように扱ってくださる

のです。改めて考えてみると、「悪者」とか「暴虐を好む

者」と言われている人とは、随分違いますよね？ 
 
 こういう例が良いかどうか分かりませんが・・・某ク

リスチャンがこのようなことをある時お話をされていま

した。「私はノンクリスチャンだった頃、自分の好きな

ように生きていました。自分の好むこと、やりたいこと

をひたすら行っていました。でも、今はこうしてクリス

チャンになったので・・・しかもそれは神さまのお陰だ

と思っていますので、もはや自分のためではなく、これ

からは神さまのために生きていきたいと思います。残さ

れた人生のすべてを神さまに捧げていきたいと思いま

す。」と。 
 
とても素晴らしいことだなぁと、著者は心の中で、

「うん、うん。」と頷きながら聞いていたのです

が・・・この話を通して申し上げたいことは・・・ひと

つは、この方が語られたことは、神さまの思いや御性質

そのものである、ということです。イエスさま（神さ

ま）も生涯にわたって御父（天の父なる神さま）にひた

すら仕える歩みに徹しておりました。そういった意味合

いで、その方は御顔を仰ぎ見ていた、という風なことが

一面言えるのでは？と思います。もうひとつとして、神

さまはそれぞれの人の心をご覧になられていて、「直ぐ

な人！」と判断された場合に、ご自身の思いというのを

そういう人にお示しになるお方である、ということであ

ります。そしてそれもまた、そのまま、「御顔を仰ぎ見

る」ということにつながっていくのでは？と思います。 
 
 いかがでしょうか？「直ぐな心」のメリットについて

多少なりともご理解いただけましたでしょうか？そして

「御顔を仰ぎ見る」だけではなく、「直ぐな心」を生涯

にわたって保ち続けていく延長線上には「天国」が約束

されていくと思われますので・・・もし、わずかでも共

感されたり、感銘を受けられたりしましたら、ぜひ、求

めてみてください。こういったことも、神さま（イエス

さま）にお願い（お祈り）していくときに、神さまは不

思議な方法で叶えてくださいますので・・・よろしけれ

ば、実践してみてください。 
 

 
心の直ぐな人を愛される神さま（イエスさま） 
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------------------------------------------------------------------------------------------------

昨年（２０１４年）４月～６月に近所のス

ーパーでキャンペーンを行っていました。ど

ういう内容のものか？と言うと、シールの数

に応じて某ブランドのフライパンや鍋を半額

で購入出来る、というものでした。ちなみに

そのシールは買い上げ金額、千円ごとに一枚

もらうことが出来ました。 

 

 ところでその頃、我が家ではスパゲティや

そば等、麺を茹でるための鍋の取手の部分が、

かなり老朽化していて危ない状態でした。な

ので、これは良いチャンスだ！と、シールを

集めて鍋を購入しよう！と、キャンペーンに

参加することにしました。１枚、２枚、と集

めていく中で・・・ふと気が付くと、キャン

ペーン期間がそろそろ終わろうかという時が

近付いていました。あと、もう１、２

枚・・・というところで、なぜか突然お祈り

に導かれました。そしてお祈りの中で無意識

の内にも・・・「本当に鍋を購入して良いも

のだろうか？」という思いが内側に湧いてき

ました。 

 

 でも、考えると不思議でした。なぜか？と

言うと、今使っている鍋は、もうそろそろ使

い物にならないのが明々白々だったからです。

もし、今ここで買わなかったらどうなるの？

という不安が若干よぎりました。そうこうし

ているうちに、キャンペーンの期間は過ぎて

しまい、そして結局のところ、そのキャンペ

ーンで鍋は購入しませんでした。 

 

 それから少し日にちが経ち、そのスーパー

の台所用品のコーナーで何気なく鍋を見てい

ました。キャンペーンのものに比べると若干

値段は安めでした。なので、「もしかすると

神さまはこういうものを買いなさい、とお勧

めしているのかなぁ？」と思いました。しか

し次の瞬間にある話を思い出しました。それ

は以前行っていた教会で聞いたことなのです

が、ある女性信者が「奉仕に使うこれこれの

ものが無くて困っています。」ということを

牧師に話したことがあるそうですが、その時

に、「祈ってよく探してみなさい。それでも

無ければ買いなさい。」と牧師はおっしゃっ

たそうです。そこでその人は言われた通り、

お祈りして教会の中を探したそうです。そう

したらまさに探していたものが見つかったそ

うです。その話を思い出しながら、自分は果

たして鍋のことで神さま（イエスさま）に祈

っただろうか？いや、祈っていなかった、と

いうことに気付いて、すぐに神さま（イエス

さま）に「パスタ用の良い鍋が見つかります

ように。」とひと言お祈りしました。 

 

すると、それから約一ヶ月後、今までほと

んど開けたことのない収納を開ける機会があ

り、なんと！そこにはパスタを茹でるために

ピッタリの鍋があったのです。しかも新品で

した。その鍋は、大分前に知人からいただい

ものだったのですが、台所のシンクに入る余

地が無かったため、そこにずっと収納された

ままだったのです。もしかすると・・・全知

全能の神さま（イエスさま）が、「もうすで

にそれは備えてあるよ！」ということをあら

ゆる方法をもって私に前もって知らせてくだ

さったのでは？と思います。その時から１年

以上経ちましたが、その鍋を使うたびに、こ

の出来事を思い出しては神さま（イエスさ

ま）に感謝しています。 

 

“そうしてアブラハムは、その場所を、アドナイ・イ

ルエと名づけた。今日でも、「主の山の上には備

えがある。」と言い伝えられている。（創世記２２章

１４節〔新改訳聖書〕）” 
 

 
神さま（イエスさま）にパスタ用の鍋を用意してもらった。 
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------------------------------------------------------------------------------------------------ 
＜聖書と偉人＞ 
マルチン・ルター:ドイツの神学者、説教者、宗教改革者 

 
------------------------------------------------------------------------------------------------ 
＜お知らせコーナー＞ 
 

●聖書贈呈プレゼント！聖書通信講座！ 
 

月刊バイブルお読みになっていかがでしたか？少し、聖書に興味がわいてきましたでしょうか？このたび、

当教会では聖書贈呈、プレゼントを行っています。この機会に聖書をあなたも読んでみませんか？また、ご

希望の方には、聖書通信講座も開設しました。申込者全員へ、贈呈可能です。ご興味がありましたら、ぜひ、

お申し込みください。 

 

以下を記載の上、mail:truth216@nifty.com もしくは fax:020－4623－5255 もしくは tel:042－364－
2327 へ連絡ください。 
 

（１）聖書贈呈に申し込みます。 

（２）聖書通信講座に申し込みます。 

＊ご希望の番号に○をつけてください。（複数可） 

 

郵便番号: 

住所: 

名前: 
 

●レムナントキリスト教会「日曜礼拝」のご案内 
 

曜日/時間:毎週日曜日/午前 10:30－12:30,午後 14:00－16:00 
場所:東京都、京王線府中駅前、府中グリーンプラザ本館（tel:042－360－3311） 
1F のエレベーター脇の部屋表示板で、「レムナントキリスト教会」の部屋を確認ください。 
どなたでも来会歓迎、入場無料です。tel:042－364－2327, mail:truth216@nifty.com 
 

★教会のＨＰもあります。 

ご興味のある方は、“Yahoo！Japan”で、「府中 レムナントキリスト教会」で検索ください。 

尚、レムナントキリスト教会はプロテスタントの教会です。ものみの塔や統一教会とは関係ありません。 

 

☆クリスチャンになったばかりの方やノンクリスチャンの方におすすめのサイト:オリーブ＆ミルトス 

http://remnantnotudoi.jimdo.com/ 
☆ノンクリスチャン向けへのブログサイト:パンの家 

http://87494333.at.webry.info/ 
☆クリスチャンの方におすすめのサイト:エレミヤの部屋 

http://www.geocities.co.jp/Technopolis/6810/ 
☆クリスチャン向けへのブログサイト:終末の風 

http://whattopics.at.webry.info/ 

聖書は古いものでもなければ、新しいものでもない。聖書

は永遠のものである。聖書は、生きている。聖書は私に語

りかけてくる。聖書には足があり、私を追いかけてくる。聖

書には、手があり、私を掴まえる。

見本 


